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件法で答え，それぞれを 1 点， 0 点として各項目を単



























11,653であった．本研究では，名詞 ― 一般，名詞 ― 形

































順位 形態素 構成要素数 ％
1 言う 1,065 9.13
2 行く 554 4.75
3 来る 488 4.19
4 思う 474 4.06
5 人 417 3.57
6 出る 249 2.14
7 食べる 214 1.83
8 自分 204 1.75
9 見る 167 1.43








1 言う 863 1.94 行く 236 1.38 
2 行く 318 0.71 言う 202 1.18 
3 思う 316 0.71 来る 182 1.06 
4 来る 306 0.68 思う 158 0.92 
5 人 270 0.61 人 147 0.85 
6 食べる 162 0.36 出る 105 0.61 
7 出る 144 0.32 帰る 75 0.44 
8 自分 142 0.32 家 64 0.37 
9 見る 126 0.28 自分 62 0.36 
























のは 7 人中 5 人であった．対象者の発語の傾向を分析
した後，語りに立ち戻り，対象者の語りの重要な意味
を持つ言葉を挙げた．その 5 人の会話のなかで重要な
意味を持つと判断した言葉の上位 3 位は表 3 の通りで
ある．家族，病気・体調，趣味に関する内容であった．








































A 3 3 2 0 3
B 1 0 2 0 2
C 1 1 2 1 3
D 1 2 0 1 0























4 3 3 0 3
3 1 0 2 1
2 1 0 1 2
1 2 1 1 1






























































性別 年齢 要介護度 家族構成 主疾患
A 男性 90 要支援 同居 高血圧 , 腰痛
B 女性 86 要支援 同居 白内障 , 両手指変形
C 女性 87 要支援 同居 膝関節変形
D 女性 86 要支援 同居 脳梗塞後遺症 , 言語障害
E 女性 80 要支援 一人暮らし 高血圧
表 4 　通所介護プログラム参加者の会話中の重要語
1 2 3
Ａ 日本画 長唄 入院
Ｂ 家族 病気 手芸
Ｃ 家族 編み物 昔の仕事
Ｄ 病気・体調 電話 編み物
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